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夢のまち「ちびっこうべ」は、2年に1度オープンするこどもたちがつくる

夢のまちです。社会のしくみやプロから本物の仕事について楽しく学び、

さまざまなプログラムを通してクリエイティブを育てる体験型プログラムです。

夢のまちの市民となって、仕事を探して働いたり、学んだり、遊んだりしながら

さまざまな体験をします。どんな過ごし方をするかはこどもたち次第。



ちびっこうべ

2 0 2 4
CREATIVE WORKSHOP「ちびっこうべ」は、ユネスコ創造

都市ネットワークにおいて「デザイン都市」に認定された神戸市の

拠点施設「デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）」で、

2012年から2年に一度、これまでに6回開催している “こどもの

まち” イベントです。テーマは「創造教育」。神戸市内の小学3年生

から中学3年生までのこどもたちが、シェフ・建築家・デザイナー

などのクリエイターと協働し、自らの手で「こどもだけの夢のま

ち」をつくり、運営する体験型プログラムです。

ちびっこうべとは

夢
の
ま
ち
へ

ようこそ！

「ちびっこうべ」の夢のまちは、大きく二つの要素から成り立って

います。ひとつはメインプログラムである「ユメミセ」。シェフ、

建築家、デザイナーのチームに分かれ、約3カ月間のワークショッ

プを経て、夢の飲食店をまちに10店舗オープンします。もうひと

つは「まちのおしごと」。市役所、ハローワーク、警察、銀行、新聞

社、工房、観光ツアーなど、地域の企業・施設・サポーターと協力

してつくる、約40種類のお仕事を体験することができます。

ユメミセとまちのおしごと

2012年に始まった「ちびっこうべ」は、毎回生まれるさまざまな

課題を少しずつ改善し、より創造性を高めるイベントへと進化して

きました。今回は、ちびっこうべ通貨「キート」の価値を下げ、ユ

メミセでの商品価格設定をしやすくしました。また、「まちのおし

ごと」では多くの専門家にご協力いただき、プロから学ぶ機会をよ

り広げました。さらに、サポーターとして、こどもの頃に「ちびっ

こうべ」に参加した経験をもつ高校生・大学生・社会人が20名以

上も参加してくれました。

ちびっこうべ 2024アップデート



ロゴマークをつくろう8/17
（土）

ロゴマークをつくろう8/24
（土）

W O R K S H O P こどもたちは約3カ月、連続ワークショップに参加して「ユメミセ（飲食店）」をつくります。
こどもたちは シェフ・建築家・デザイナー の3チームに分かれて（1チーム5人ずつ、ぜんぶで15人）、力を合わせてひとつのお店を作ります。
それぞれのチームには、プロのシェフや建築家、デザイナーの講師が来てくれて、いろいろ教えてくれました。

シェフチーム デザイナーチーム建築家チーム
ユメミセで販売する料理を学び、調理します。 スケッチや図面を描いて模型を制作し、ユメミセの建物や家具をつくります。 ユメミセのロゴマークを考えてデザインし、宣伝アイテムなどをつくります。

ユメミセを考えよう料理を学ぼう 8/17
（土）

ユメミセを考えよう8/24
（土）

アイデアを出し合い、「どんな気持ちをこ

めたのか」を話しながらロゴを決めました。

まずはお店のロゴマークづくり。デザイン

の考え方を教わりながら、たくさんスケッ

チしました。

講師にアドバイスをもらいながら、お店の

入口や販売場所を考え、お店の設計図を作

りました。

シェフのお店のキッチンで、食材のことや

料理のつくり方、シェフの仕事について学

びます。

設計図をもとに1/10サイズの模型をつく

りました。自分の分身（ミニ人形）もつくっ

て、大きさや入口のサイズも調べました。

まずは全員で集まって「どんなお店にしたいか」を考えました。提供するメニューを試食し、お店の名前やお店を運営する上で大事にしたいことを話し合いました。お店のコンセプトと名前を決めよう！
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仕上げは、やすりでみがいたり、パーツを

しっかり固定したり。お客さんがよろこん

でくれるように工夫しました。

料理だけでなく、味の感じ方や衛生につ

いても勉強。チョコレートの味を分析し

たり、五味（「甘味」「酸味」「塩味」「苦

味」「うま味」）を体験したり、手の洗い

方も学びました。

「食」について学ぼう9/21
（土）

ユメミセを考えよう9/21
（土）

ユメミセを考えよう

いよいよ 1/1サイズのお店づくり！　木

を切ったり、部品を組み立てたりしなが

ら自分たちが運営するお店をつくってい

きました。

出来上がったロゴをつかって看板をつくり

ました。どうすればお客さんが来てくれる

か、意見を出し合いました。

お店で働くスタッフの衣装や、チラシ、メ

ニュー表なども作りました。買ってくれた

人へのシールなどの特典も考えました。

ユメミセを建てよう9/21
（土）

ユメミセを建てよう9/28
（土）

シェフ・建築家・デザイナーのチームが、それぞれどこまで進んだかを発表しました。「ロゴマークはこんな感じ！」「料理の受け渡しはどうする？」「看板はどこにつけたらいい？」などなど、みんなで話し合いました。チームで進んだことを発表しよう！
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ついにお店のおひろめを行いました。これまでみんなで考えてきたことや工夫してきたことを、発表しました。また、接客の先生からお辞儀の仕方や言葉づかいなど、接客マナーについて教えていただきました。最後にはプレオープンを行い、本番当日に向けてお店の動きを確認しました。ユメミセ発表会！
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全体ワークショップ最終日の集合写真



シェフチーム：林周平（パティスリー モンプリュ）
建築家チーム：髙橋渓（コルアーキテクツ合同会社）
デザイナーチーム：平田由里子（マルチノーサ）

担当クリエイターメニュー

トレボン マドレアイスーヌ

マドレーヌ アイスクリーム添え

シェフチーム：壷井豪（ケルン）
建築家チーム：前田基行（COMMAGRAM.）
デザイナーチーム：井澤真優 ・古寺美由希（明後日デザイン制作所）

担当クリエイターメニュー

パンダのパン屋さん

木の実とマーマレードの
ジャンボンフロマージュ

シェフチーム：上野直哉（玄斎）
建築家チーム：菅野勝友（きつね森）＋永田薫（フォルム・ディ）
デザイナーチーム：和田武大・滝沢陽菜（デザインヒーロー）

担当クリエイターメニュー

和食の王道 手巻きずし

手巻きずし

Y U M E M I S E  2 0 2 4

協力：トゥデイズ

写真館

シェフチーム：奥本浩史（アランチェート）
建築家チーム：川上真誠（クラウドアーキテクツ）
デザイナーチーム：塚村亮介（siori design）

担当クリエイターメニュー

トマチーノ

アマトリチャーナ

夢のまち「ちびっこうべ」は10/12～ 14の3日間にわたりオープンしました。みんなでつくったユメミセを紹介！

巻き寿司づくりに真剣！
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オリジナルソー
スの

人気投票もして
たんだ！

宣伝パネルのデ
ザインがおしゃ

れ！

交番

協力：神戸水上警察署

協力：ラジオ関西

ラジオ局

協力：神戸新聞社

新聞社

協力：ゆめのまちの縁日をつくろう！サポーター

神社

協力：レッドベアサバイバルキャンプクラブ

消防署

病院

協力：神戸朝日病院

協力：三宮図書館

図書館

協力：りんごアートクラブ

ギャラリー

市役所

協力：神戸市 企画調整局 大学・教育連携推進課

シェフチーム：曹祐仁（老祥記）
建築家チーム：山極博史・杉島郁子（うたたね）
デザイナーチーム：秋松太地（融点）・おおたゆい

担当クリエイターメニュー

気になる！未来のミニ豚まん

豚まん+オリジナルソース

シェフチーム：小崎哲也（Pizzeria Azzurri）
建築家チーム：島田広之（Physical Studies）
デザイナーチーム：今津幸司（ 〈々ノマ〉）

担当クリエイターメニュー

イタもち

ポレンタとゼッポリーネの
フリット

シェフチーム：リンシエ（小宇宙食堂）
建築家チーム：阿曽芙実（阿曽芙実建築設計事務所）
デザイナーチーム：時岡佑太（rashisa inc.）

担当クリエイターメニュー

台湾ネギもっち店

葱油餅

シェフチーム：上野真人（LANDMADE）
建築家チーム：畑友洋（畑友洋建築設計事務所）
デザイナーチーム：伊藤奈緒子・石田祐基（GK京都）

担当クリエイターメニュー

パチシュワミルキーきっさ

カフェオレ+コーヒーサイダー

協力：ニットなアイツ

ニット工房

シェフチーム：古賀智晶（ベトナム料理人）
建築家チーム：井上小矢香（コネクトKOBEコモンズ）
デザイナーチーム：赤山朝郎（office T）

担当クリエイターメニュー

Kobe チェー店

チェー

シェフチーム：加古拓央（アノニム）
建築家チーム：中田昌邦（ナカタマサクニデザインオフィス）
デザイナーチーム：倉奥智（kuyo design works.）

担当クリエイターメニュー

ハッピーマウスのコルドン・ブルー

コルドンブルー（カツレツ）

ユメミセサポートクリエイター　シェフチーム：さかもと萌美（口福塾）　建築家チーム：コイケシホコ（ウズラボ）　接客指導：万庭奈々恵（神戸ポートピアホテル）

チェーは材料がカラフルでいっぱいだ！
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たくさん売れた
かな？

大きな看板は遠くからでも目に付くね

チラシにはおいしさの秘密が
いっぱい書かれているね

協力：さくまはな（神戸芸術工科大学）

そざい屋

協力：うたたね

家具工房

協力：岩根裕子、サタケシュンスケ、瀧原茉友（プラス・アーツ）、

中塚このみ（こども本の森 神戸）、神戸ライトハウス、神戸朝日病院、

上田卓也（KIITO CAFÉ）、神戸税関、こばやしかずこ、木野内美里（フェリシモ）

こどもカレッジ

協力：Kinko's

グッズ工房

協力：無印良品神戸阪急

商品タグ制作所

協力：ものがたり工作所

工作所

協力：洋裁マダム

洋裁工房

協力：新開地アートひろば

シルクスクリーン工房

協力：両備ホールディングス

観光バス

協力：デザインスタジオパステル、デザインヒーロー

デザイン事務所

協力：神戸ファッション美術館

美術館

お
店
の
滑
り
台
が
！
楽
し
そ
う
！

メニューを紹介する絵本もあったのか！



建築家チーム参加者
岡本悠希（小学5年生）

僕は建築家チームの一員として参加しました。始まるまではどんなことをする

のだろうと心配でしたが、見たことのない道具を見せてもらったり、建築家の

方の優しさに触れたり、生き生きと仕事をしているのを見て、建築家という仕

事に憧れを持ちました。参加する

ごとに新しい発見があったし、ま

ちオープンの当日は他の仕事も体

験できたり、色々な料理が食べら

れたり、とても楽しかったので参

加できて本当に良かったです。

これまで生きてきた中で、150人という

たくさんのこどもたちと3カ月間顔をあわ

せ、密に関わる経験は初めてでした。自分

のこどもの頃のことは漠然とあまり思い出

したくないのですが、ちびっこうべにくる

たくさんのこどもたちの経験や感情に寄り

添っているうちに、こどもの頃の自分のこ

とも肯定できるような気がしています。ふ

と、こどもたちの顔を思い出しては元気か

な？と思いを馳せています。

事務局シェフチーム担当　
中川恵理子（KIITOスタッフ）

シェフチーム講師
上野真人（LANDMADE）

夢にまで見た初のユメミセ参加！ 長期にわたりこどもたちと関わることがで

きました。日に日に頼もしく成長していくこどもたち、そしてサポーターの皆

さまの手厚いご協力には、ただただ脱帽でした。 最終日には、もはや僕の出る

幕がないほどで（笑）。特に印象

に残ったのは、シェフチームが

コーヒーの味の違いに、一つひと

つ驚きと学びを得ている姿でした。

お店の建物や
家具づくりを学ぶ

建築家

建築家 サポーター

こども5人

お店のロゴや
看板づくりを学ぶ

デザイナー

デザイナー サポーター

こども5人

交番、病院など）の一部で達成できていなかった全ての都市施設で実際のま

ちのプロが担い手となり、こどもたちをサポートしてくれていました。また、

まちの中にものづくりを行う工房が増え、つくったものを売るセレクト

ショップもどんどん充実してきました。そして、まちの成長を一番強く感じ

たのは、2012年の1回目以降参加者としてお店づくりやお店の運営を担っ

ていたこどもたちが高校生や大学生、専門学校生となり、その一部が今度は

支える側のサポートスタッフとして参加してくれていたことでした。

おそらくこの先も多くの主たちがこのまちを成長させ、発展させてくれると

思います。私はただただその成長をみるのがうれしく、本当に楽しみです。

これからも「ちびっこうべ」が豊かなまちとして成長し続けることを心から

願い、応援していきたいと思います。

V O I C E

「ユメミセ」および「まちのお仕事」以外でご協力いただいた方

ちびっこうべに参加した人たちにインタビューしてみました。 3カ月にわたる、「夢のまち」オープンまでの流れ。P R O G R A M

会場設計：ティーハウス建築設計事務所　会場施工：POS建築観察設計研究所　記録写真：伊東俊介・伊東かおり・山本みなみ（いとう写真）、坂下丈太郎（写真屋じょうちゃん）、成田舞、佐伯慎亮　記録映像・編集：曽和具之（神戸芸術工科大学）、神戸芸術工科大学曽和研究室　広報制作：近藤聡・古寺美由希（明後日デザイン制作所）　イラスト：サタケシュンスケ

まちのオープン当日に

自分たちの ユメミセで店員としてはたらく

はたらく

お店に並べる料理を
プロのお店で学ぶ

それぞれの職業でユメミセを

つくるためのワークショップを体験する

3つの職業で集まって

お店のコンセプトや店名を決めたり、 

途中経過を話し合う全体ワークショップも

まなぶ

好きな職業をひとつえらぶ

えらぶ
シェフ

8月

10月

8 9～ 月

全体ワークショップ

シェフ サポーター

こども5人
1店舗あたり最大こども15名
みんなで協力して1つのユメミセをつくる

10店

合 計

チーム構成

「本当に素晴らしい！」自分たちが企画運営しているイベントを褒めるのはお

こがましい気もしますが、これが素直な「ちびっこうべ」の私の感想でした。

私たちのフィロソフィーに「風、水、土、そして種の話」があります。その

なかで私はいつも地域を豊かにするためには強い種（活動やイベント）が必

要で、その種の強度を上げる要素として、楽しい、感動できる、夢のようで

ある、ことが大切だと説いています。「ちびっこうべ」は、その観点で言え

ば、私史上最強の種であり、私はいろんな場面でこの「ちびっこうべ」を紹

介する際、これ以上強度を持った種は未来永劫絶対につくれない、と話して

います。今回、「ちびっこうべ」の現場に立ち、その全容を見るなかで、そ

のことを再確認しました。

「ちびっこうべ」は、最初に企画した私のものでも、これまで事務局を担っ

てきたKIITOのものでも決してなく、そこに参加するみんなのものになっ

ていると強く感じます。建築やデザイン、料理のスキルを余すことなく伝え

てくれているクリエイターの皆さん、神戸を中心に全国から熱い思いで結集

してくださっているサポーターの皆さん、そして何よりちびっこうべに参加

し、躍動しているたくさんのこどもたち、そこに集い共に教えあい、学び

あっているすべての人たちがこの「ちびっこうべ」というまちの主なんだと

思います。

「ちびっこうべ」が成長し続けていることは、このまちを歩いているといた

るところで感じることができます。前回までは都市施設（新聞社、ラジオ局、

あるじ

参加者の保護者
岡本知子

前回の開催時からずっと心待ちにしていた「ちびっこうべ」。情報が出るや否

や申し込んだことは言うまでもありません。息子は、建築家チームのメンバー

として初めて見た道具や教えて貰った知識、進捗状況など興奮気味に、また嬉

しそうに話しながら帰る日々でした。体験するさまざまなことに興味と好奇心

のアンテナが広がっていく様子は羨

ましくも嬉しくもありました。イベ

ントを終え少し逞ましくなった息子

を見て、素晴らしいイベントに参加

させて貰えたと感謝しています。

私は今回ユメミセサポーターとして参加しました。過去にちびっことして2回

参加しているので、ちびっこたちの不安やわくわくがわかると思っていました

が、予測不能な行動にびっくりしたり、斜

め上をいく思いつきに感心したり、わたし

自身たくさんの学びがありました。ユメミ

セでのちびっこ達の笑顔、クリエイターさ

ん達のプロのお仕事を間近で見られたこと、

サポーター仲間との協働、そしてたくさん

の人とのつながりは、この先わたしのいろ

んな意味での栄養になりそうです。

ちびっこうべサポーター　
三宅美緒（高校3年生）

今回、サポーターとして初めて参加したが、「ゆめのまち」のクオリティの高

さと、何よりこどもたちの熱量に圧倒された。こどもが店番をする夏祭りなど

はよく参加するし、似たような仕組みの「○○ザニア」も行ったことはある。

が、ちびっこうべは唯一無二だ。おみせやさんごっこでもなく、職業体験でも

ない、自分たちが店を創り、売る。彼らは本気なのだ（大人も本気）。参加して

みないとわからない。うちの長男（現在小1）が3年生になるのが待ち遠しい！

ちびっこうべサポーター
永山理恵（神戸市職員）

今回もユニークで手強いこどもたち。自分

の考えを誰かに伝えられなかった子、他人

の意見を聞けなかった子、集中力が持続し

なかった子、大勢に注目されることが苦手

だった子。そんなみんなの意見の出し合い、

作業の分担。ひとつの物を大人数でつくる

機会って案外少ないもの。そのプロセスを

我々デザイナーが先陣切って見せる代わり

に、急成長を遂げるこどもたちを特等席で

目の当たりにした。特権である。

デザイナーチーム講師　
石田祐基・伊藤奈緒子（GK京都）

建築家チーム講師
阿曽芙実（阿曽芙実建築設計事務所）

神戸を拠点に、防災や教育、まちづくりなどさまざまな分

野の社会課題解決に取り組む。デザイン・クリエイティブ

センター神戸（KIITO）センター長

永田 宏和（ながた・ひろかず）

ちびっこうべ発起人すべての人たちが
この「ちびっこうべ」というまちの
主なんだと思います。
あるじ

私たちの建築家チームは、5人のちびっこ建築

家の想いをひとつずつ形にし、5つのアイデア

を詰め込んだ建築が生まれました。「3階建て

にしたい！」「ネギもっち屋台やその形を建物

にしたい！」「提灯を飾りたい！」「アーチ窓を

たくさんつけたい！」そんな夢が実現。自分の

想いより仲間の意見を語り「自分の店だ」と誇

らしげに話す姿に、こどもたちの柔軟で優しい

心に触れ、人の在り方や初心を思い出させても

らいました。

こどもたちが日々のワークショップ後に書き残した絵日記。そのほんの一部をご紹介。

#チェーってなんだろう？

#家族にもおいしいと言ってもらえた

#副店長に
　　なれました！

#初めてのことばかり#
マ
ド
レ
ー
ヌ
づ
く
り
は
難
し
い

#
ア
イ
デ
ア
を

　
　
　
出
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

#いいお店になったらいいな～

#
ア
イ
デ
ア
提
案
し
ま
し
た

#コミュニケーションを大切にしたい

#どんなお店を目指すのか？

#ロゴをアイロンプリント

#
ロ
ゴ
を

　
　
清
書
す
る
の
は
楽
し
い
！

#
み
ん
な
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
！

#みんなのロゴアイデア



こどもたちの創造力を育む。デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）が掲げる、そのための教育理念を「ちびっこうべ憲章」とします。

シンボルイベントの「ちびっこうべ」や、それに関連するこどもたちのためのワークショップでも、この理念が守られるよう、みんなで努力します。

2012年12月 
ちびっこうべ実行委員会

憲 章

こどもたちの考えをなにより尊重し、

みずから進んで取りくむための、

ほんの手助けをする。

1
クリエイティブな活動をする

いろいろな人との出会いを大切にし、

その知識や技にじかに触れてもらう。

2
「知る」「考える」「つくる」「伝える」という、

じぶんで創造するための４つのプロセスを

体験してもらう。

3
つくるという行為を通じて、

こどもたちの好奇心や情熱をさらに引きだし、

育てていく。

4
年齢、性別の違うこどもたちとの関わりの中から、

チームワークの大切さを

しぜんと学んでもらう。
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